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光を永遠にたやさない

* 良い習慣代技術。品質。芸術等をいつまでも保存する
字 くめどもつきず

* 法灯を永久に泊さない

等、有意義な意味をもちます。
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《慄 の 世尉》

この論文集の［慄光一

のっていない手［てあろ。

とい弓言葉0)意LI~＼を詳しく囲解している人は非常に少ない。広辞苑にさえ

またこの文字を初めて目にした人は、必ずといっ〔―よし氾］「ホコー」

ーコー」 と長く引っ張って発音してく九る人はいな，）。

とっては、耳な紅なし

はこ

町の角地に 7

当時弊財団は思いやりのある住み心地の良い什会、9

修得が不可欠と考 7ぃ

り
ヽ
，

ヽ
ょ こオしを更践する

のである。

る以前昭和 48 ffのことてあるが、弊財団と関連会社が共同して京都室

したことがある。

をテーマーにし

として、

そ紅和「1荒光J

と短く袴音し、誰一人「ホ

｛
つ

ヽl
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J 日本人に

\0) ない社会を造るためには、一般営識の

をはじめ、マナーや IIノールについて、互いに語

このビルの 5 、 f9
 

r
o
 

7 階を活用して l~) た。

また、~低磨隋では関連会礼が京都室町の伝統産業である呉服事業に従事し、区統文化の俣存と創

生にあたるなど、弊財団と関連会吐の営む事業内容は異なるものの、弊財団がめざす淳犀美俗育成

事業と関連会社の伝統茫業は、共にその灯を消してはならないという熱い思いが一致し、 ビルの名

煎を「椋光」 と名付けるに至ったものである。

時代は移り変り、平成元年のこと、文部省のお声がかりもあって、弊財団内に覚誉会識紺染色研

究所を設右し、 こ を発刊することになった。

計画当初は単純に「覧誉会論文集」

。加藤勝先生の—

光を

言でこの論文集に「保光」

1/こたやさないという

として編集していたところ、研究員

という図書名を引用することになった。

(})学術研究にかける

は亡き京都大学名詈

思いを託しだわけであろ。

但しながら原光という言葉の持つ意味は、

の深い次元の塁なる世異なのてある。

そう単純なものではなく実 の考えの及ばない奥
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ビル探光じ）ロビーに

掲げら訊ている大韻

（言追家越南先生書）



今から 2300 年も前のことてある。或る学者の説 1こよると慄光は蔽われた光という で、内に

埋々と輝き、外に現わ九ない光を指し、事物にとらわれす、 それを越えたところにいる人の心情を

警えたものであると解読しているが、 これをもう少し掘り下げてみると「荘子」 という古典の内編

斉物論第二の中に「保光」

その中に

という言葉が出てくる。

ツミ クッ

これに注げども満たず、これに酌めども喝きず
ョキ シ

その由りて末たるところを知らず、 ごオしを といふ

というくだりがある。荘子はすべてを自分のもの 1こして、その上何ものにもとらわれない状態を人

間の理想的なありかたとしていた。即ち、そごにいくら注ぎこんでも、いっばいになって溢れ出る

ことなく、同時にそこからいくら汲み上げても尽きることがない状態を指し、 このような状態は、

理屈ではとても説明することができないので、荘子は「慄光」という象徴的な言葉を用いてそれを

表現したというのである。

また、ある学者によれば慄光という言葉は伝統的に解釈すれば「光をつつむ」

荘子はまたこれを鏡にたとえて説明している。

という意肢になる。

鏡はそれ自身は空っぽである。 しかし鏡の中に入ってくるものがあれば、いかなるものであって

も、 またいかほどであろうとも、絶対に拒むことなく全てを受け入れて、夫々の姿をはっきり写し

出す。 しかもその為に鏡が破裂するようなことはなく、 また、鏡の中の像が消えても鏡に穴があく

ことはない。鏡は泰然として、もとのままに完全な鏡をなしている。荘子はこの鏡のように、自分

だけを自慢して見せびらかすようなことはなく、常にあらゆるものを受け入れ、 そして限りなく与

え続けるような入を としていたようである、 そこで今ー甘度、荘子の古典内編斉物論の第二に戻

り、慄光というくたりの仝文を抜粋し保光の核心l!こふ九てみることにした。

荘子の古典内編斉物論の第プ（抜粋）

夫大道不稲

言辮而不及

故知止其所不知至突

注焉而不満

大僻不言 大仁不仁

仁常而不成

酌焉而不喝

大廉不l兼

廉清而不信

執知不言之辮

大勇不技

勇伎而不成

不道之道

道昭而不道

而不知其所由来

五者闘而幾向方芙

若有能知 此之謂天府

此之謂慄光

ソ ダイドゥショウ ダイベン イ ダイジン ジン ダイ Vンケン ダイユウッコナ ミチアキラ

＊夫れ大道は称せられす、大弁は言はず、大仁は仁ならず、大廉は暖せず大勇は伎はず。道は昭
スナワミチ ゲ‘，ペン スナワオヨ ジンショウ スナワナ しンキヨ スナワ

かなれば而ち道ならず、言は弁ずれば而ち及はず、仁は常なれば而ち成らす。廉は清ければ而
シン ユウゾコナ スナワナ ゴシャエン ホウムカ チカ コエチゾ シ トコロ

ち信ならず、勇は伎へば而ち成らず。五者円なれども方に向ふに幾し。故に知其の知らざる所
トド イタ タレフゲンペンフドウミチシ モ ヨ シ ア コレ

に止まれば至れり。執か不言の弁、不道の道を知る。若し能く知るるもの有らば、此を之れ天
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以上を要約すると次のようになる

‘iソミク

注げども満たず、酌めども娼き
ヨ

して闘の由っ る 話
因

ーJ
{
 

コ
之を

レ
し
コ
仕
µヽ

るざら
ノ

① 大道は口に出して言 ないもの、大弁は言菜となって外に出ないものてある。

② 大1は全ての人を平等に愛せす、不人情0) ところがある、大靡は人に譲らず、（大廉は極め

て潔白なこと）大男は人を害しない。

③ 道ははっさり現われると道ではなくなり、

って不完全になる。

仁が一定の方向に同疋すると具価を失い、

ると、その真価を失う。

は言葉として表現されると、その内容はかえ

という形を眼るといつわりになり勇が人を

ヽヂ 号 ，［一
）旦、 □ 、し、» 勇の五つは、そのままのものが真実であって、それ あらわそうとす

れば．却って本来の真実をゆがめてしまう、それはあたかも円を害きなから策を弄するため、

四角に流れるようなものである。

⑥ 故に知が不知の所で止まっていれば、それで充分である。

⑦ 口に出されない言葉や、道として形を取らない道がわかるのは誰だろうか。

若し、わかる人がいたら、その人は天府（すべての物を内 1こ阻然と持つこと）に愕えら訊る人

だ。

⑧ そこまでいけは、水を注いでも一杯にならず、汲み出してもなくならない容器と同じてある

が、なぜそのようになるのか、その原因はわからない。

かかる状態を保光という。

このように菜光という言語は、非常に意味深く難解な世界で理屈では中々うまく説明することの出

来ない世界なのてある。

同志仕女了大学教授

を展聞さ汎ている。

太陽を全ての中心とみ

について、また別の角度からかなり詳し

によれば今世界の各地で火をふいている氏族問題や日

にその原囚があるというのである。 とい］の

どは、

に

殻限りなくある星の中の一つに一過ぎない太陽を、全てのものの中心とみなして、これを絶対化する

思想であるか、このようになると、通常太陽以外のものは目に入らなくなると共に光と間、昼と夜

というように物事を対立的！こみるようになってくる。そして光こ昼ほよし、聞 夜は悪しという風

に、自然と差別するようになってくるというのである。

人煩は長い間、光りの世界を絶対化し、光の世界を裏理の世界とみなしてきた。

光を神、光を仏とさえみなしてきた。しかし、このような光が、ときに諸悪の恨源ともなり、果て

は分雛、対立、箆別を生み出すことがありうることを忘汎てはならないと荻野先生は指摘されてい

3
 



る。

かつて、ギリシャでは、光輝く世界を真理の世界とみなした。東洋でも、またしかりである。

しかし、一方て、分離、対立を生むような世界を真理の世界とみなしてよいものだろうか。これ

に対し荘子は、太陽主義の世界とは全く異なった世界を想定し、光を包み隠したぼんやりした曖昧

な世男こそが真理の世界であると定義し、これを位光の世界と名付けたのである。

このように裸光の世界は光と闇との対立を超えた半等の世界なのである。裸光の世界は光輝く昼た

けを善とし、夜を悪とするような世界ではない。一切を差別しない世界なのである。また一切がぼ

やけているから、特定なものだけを中心にしたり絶対化することはない。 従って無中心主義とも

いえる力ゞ言い方を変えればすべてのものを中心とし、すべてのものを絶対とする世界ともいうこと

が出来る。

最近、明確さや分離を必要不可欠とする自然科学の世界でも、例えばホログラフィーが説かれ、

分離、用違した且界は人間が識別的認識しかできないレンズをかけて認識しているためであり、

の但界 1まその識別的記識に包み隠されたぼおっとしたものであることが知られるよりになったと解

説している。またファジー理論でも、言葉を使う人間によって展開される旦界が、根本的には正確

ではなく曖昧であることが説かれるようになっている太陽世界から菜光の付界への根本的な意識変

革が、いま求められているというのである。

このように理）目では中々うまく説明すること炉できないと言わ訊ている保光の世界を理解するこ

とは、当然のことながら容易なことではないが、非常に輿味深い世界なのである。 今、更めて保

光の世界をたずねみて、荘子の斉物論にいう「注げども満たず酌めども喝きず」という一節が高僧

良寛和尚の無弦琴を奏でる詩と重なって、ときに一体となりそこに入知の及ばないイムの光を見る思

いがするのも不思議である。

今から迪く 2300 年もの昔に、既にこのような慄光の世界が一中国人によって画きだされていた

ーと（こ深く感銘すると共に、かかる悦光思想こそがひょっとしたら世界の対立や摩擦を解消し、

和を築く最後の切り札的存在になるかもしれないという荻野恕二郎先生の説に多くの人が深い関心

を寄せているのではないだろうか。

このような崇高な意味を持つ「傑光」をわが覚誉会論文集の図書名にもと、ご提案をくださった

ほ亡き加藤勝先生のご指導に対し深く感謝すると共に、「裸光論文集」の更なる発展を祈念し、

先生のご冥福を心よりお祈り申し上げる次第である。

事務局長 片岡健夫
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しし：＼「 ナシ染」 の 4

粽犀慶—→

はじめに

この「クチナン染Jシリーズもずてに 4 報日を迎える。第 1 報ては古来卓木染の村料として知ら

加てきたクチナジの果実に合ま汎る昌色色累クロシン、及び同じく果実に最近見出さ汎九無色の色

リドイドとそ とについて ー 。 ま 2 報 I'こはこの 2 種を使って誅荼の

緑色を作出し染めの面白さを披露し］：：：；）。第 3 は八重咲きのクチナシ白花に クロシ

ンが存在せず、逆［こ票色の（リドイド ま訊ていること した。そして果実を待っこ

となく八重の白花が新染色払 0)色素源として であり、色材として期待てきることを例をあけて

した 3) 。

毎回繰返し述べてきたように、クチナシはイリドイドという無色の化合物を含んている。この化

合物はアミン類と反応ずると呈色し色素となる。従ってもし入為的に発色させたいと思うと、無数

といってよい匠知ら訊ているアミン類か反応の対象となり、稲々の色鯛の色累を作り得る。すなわ

ち想いの色を創作できるのである。すでに当研究室で試作し、本シリーズに報告してきた色素だけ

でも 20 種を越えている。そのうちいくつかのアミンによる呈色の例を示すと以下のようであった。

第 1 詫よび 3 報！こは、

メチルアミン（青紫）。エチルアミン（赤紫） ＂y-アミノ酪酸 --一共に ヘ

キサメチレンジアミン（桔梗色）一ーナイロン繊維合成原料の一つ。

2 報では遊び心も加わって日本特有（｝）三大旨味を色て表現しようと試みた。旨味成分はどれも

アミン類の範疇に入るアミノ酸及び骸酸てあったからである。

鰹節の旨味イノジン酸（藤紫） s 椎茸の旨眈グアニル酸（水色）。昆布の旨味クルタミン酸（青

紫）、さらに調子に乗って試みた王露の旨味テアニンの場合

とでも呼びたい色調に染上げた。

そのまま、まさに翠苔

また、「天の青Jと表現したいグルコサミン（濃青）についてはのらに臣録する。

IL キチン

(1) この報告では「新しいクチナシ染Jシリーズにキチンを取上げた研究 1こついて述べる。キチン

はカニの甲羅、エビの殻、また昆虫の外皮などに含まれ、化学用語では、¢一濯リー N ーアセチ

ルグルコサミン、と呼ばれる。水やアルコール。エーテルなどの有機溶剤に溶けず、さらにアル

-5 -



カリ。酸にも 、極め なポリマ である。 カニからキチンを得る

には先ず甲らを水洗し 5~ 6 ％の稀塩酸に浸漬し、 □4 時間放置すると、キチンと共に甲

らを形成していた炭酸カルシウムが塩化力］レジウムとなって溶けたし除去される。脱カルシウム

された甲らを水洗後、 3~ 4 %0)稀苛性ソーグに少星の石ケンを加えた溶液で 4~ 6 時間背沸す

ると、キチンータンパク複合体を作っていたタンパク質部分が除かれ粗製キチンとなる。これを

0.5 ％の過マンガン酸カリウム溶液に約 1 時間漬けて脱色し、 1 ％のシュウ酸で過マンガン酸カ

リウムを取り去って後よく水洗すると、フレーク状の純白のキチンが得られる］収械はカニが

らの 15~20 ％である。

ー
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• セルロース

キチン

図 1 セルロースおよびキチンの化学構造

(2)① キチンを濃塩酸の中で加熟分解すると、グ）レコシド結合が切断されると共に脱アセチル化が

起り、酢酸と D ーグルコサミン塩酸塩が得られる。すなわち高分子状のキチンがばらばらにな

って、低分子のグルコサミンと酢酸とになってしまう。

② キチンを濃苛性ソーダの中で加熱すると、アセチ）レ基（グルコサミンと結合していた酢酸の

部分）が切断されて、脱アセチルキチンに相当する、高分子を保った状態のキトサンが白色粉

末として得られる。すなわち酢酸が切断されて、アミノ基 (-NH2) を露出した状態のポリ

グルコサミン、高分子化合物である。

③ キチンを生体の酪素キチナーゼで分解すると、キチンの鎖状結合が切れて重合の基本単位で

ある、酢酸とク）レコサミンが結合したままの、 Nーアセチルグルコサミンが得られる。すなわ

ちキチナーゼはポリー N ーアセチルグルコサミンのグルコシド結合を切断する酵素である。こ

の酵素は 1929 年か： Dr. P. Karrer が菌類や小昆虫を食べるカタツムリの泊化液中から発見し 4) 、

その後 194() 句に私の恩師濱村俣次博士によって、脱皮成長するカイコが分泌する脱皮液中に

存在することが明らかになった冗夫々にキチン分解を必要とする場から見出された意味深い

発見であった。

このように‘/3ーポリー N ーアセチルクルコサミン（キチン）を濃アルカリ中で加熱して、脱ア

-6-
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八。たoベニバl l¥oI  
CH,OH H Nf-!COCIL CH,OH 

NllCOCll)^" ハ" H NHCOCH, 

二~o-
II 

共チン

j<=ェント古'1 -9-_r 9})1,[[i『[

ｷ NHCOCH3 

H0-;/6H 11V .~り］゜□□］。ロロ］0-N-アセチ）レキトオリゴマー
CH,OH i H NHCOCHJ C!-I,OH H NHCOCH, 

I , 
i 
I 

I 

j＝エキソ型ぎーチン分陪葛工

CH,OH 

H員三l-!
H NllCOCHュ

N-アセチルグルコサミン
(GlcNAc) 

図 2 キチン分解酵素の組合せによるキチン分解過程

セチル化して作られたものが、9 /3ー 1 、 4 ーポリグルコサミン（キトサン） であり、更に濃塩酸で

加水分解してグルコシド結合を切断したものがグルコサミンである。通常塩酸塩として保存される。

このアミンについてはすでにクチナシ中のイリドイドと反応させて色素を作出し、絹布を濃青色に

染色した実施例をすでに報じた心

H NHCOCH, CH,OH H NHCOCH, 

ーロ。［ロ?-o- キチン

H t;<H, CH,OH H NH, 

ーロ。口［］。一CH,OH H NH, CH,OH 

図 3 キチンおよびキトサンの化学構造

キトウン'

-7 -



田。キトサン

(1) キチンは水心酸。アルカリ、そして有機溶剤に沿けないので色染の対象とはなり難いが、キト

サンは放％程度の稀薄な酢酸や塩酸にもよく溶ける。そこで高分子化合物でありながらも、グル

コサミン同緑アミンの一つと考えて、キトサンにイリドイドを反応させて着色させることができ

るか、どっか、険討したのかこの実験である。以下にその経過を記す。

(2) 俣光 5 号の報白ではクチナシ~の果実を用い古来の染法に従い、絹布を先ず果実中の色素クロシ

ンにより黄色に染上げる。黄色染の残液（イリトイド化合物を合抒）にグルコサミン塩酸塩 1 g 

を加え、酔素(/3一クルコングーゼ）を働かせつつ、 30~40℃pH 6 0 に保ちー昼夜かけて

只応を行う。

①今回

に変り、絹布 10 gを投入して［浅葱J色に染上けた。

った。

キ｝サン（白色フレーク状） 0l gを怖酢酸応少し温めながら溶かし、次

叫 5.0~6.0 兄調整し、沿液（約 5 mQ)は澄明てやや帖度をもつ状態に保］これる。

ソーグで

② 一方で八量咲クテナジの白い花（言OT~.)をメタノール 600 叫に浸演し、ジューサーて磨砕
して後の搾汁仁 □ 1)ドイド原液」とする。

③ ①と②を 2 叫宛混合し 両者混液に酵素(!3ーグルコシダーゼ） 10 mgを添加し、よく振蕩し、

5 ~6 、 Temp 30~40℃に調整しつつ一昼夜反応させた。

(3) 反応過程で徐々に青味を帯びはじめ、酵素反応収塁時点で濃青色の桔凋な液状となっていた。

これを冷蔵阜に入れると数時間て真青のキトサンーゼリーとなった。再び温めて液状とし、平面

に塗布すれば、「天の膏 (heavenly blue) 」と表現したい色調の皮膜となった。

F] 。むす

値物の表皮はセルロース からできており、セルロースはグルコース（プドー糖）が数

多く連らなっ を形成している。

動物の毛や表皮はプロテイ『ン（筐五質）からできており、プロテインは 20 糧のアミノ酸が順序
不同応連らなっててき応ものである。アミノ酸はアミンの仲間であり、いず訊も N （窒素原子）を

含んでいる。

クルコースとアミンか結合するとグルコサミンとなり、グルコサミンが数多く連らなってネット

（網）となった表皮が本報て語ってきたキチン。キトサンてある。

化学成分という観点から生物界を大きく三つにわけると、植物界。動物界。その他エビ、カニ、

昆虫、き(})こ、紺伯・・•••の世界となる。換言すれは、糖と蛋白とその中間のキチンの 3 界応わけて

生物界をみることができる。第 3 の世界からはまだまだ面白いことが解ってくるに違いない。ある

日本の繊維会社では、カニやエビの殻から織物、不織布、そして人工皮膚まで造る技術を完成した、
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といj 6)。キチン。キトサンの時代の到来に、この「新しいクチナシ染」が少しでも役立てば幸い

である。

稿を終るに当って、当研究所相宅省百。曽恨健夫。高惰重三らの学兄ならびに指月林の皆さんに

感謝いたします。
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インド藍よりインジルビン及びその他の副成分色素のペーパー
クロマトグラフィー法による分離とそねらの色素による染色

曽根健夫

1 はじめに

天然色素による染色では、和」用さ訊る色素の殆どが植物色素であって、染色物の色相が黄色や茶

色系統のものが多く、動物色素も含め赤や赤紫色に染められる色素が非常に少ないことは周知のと

ころである。天然藍中にインジゴの副成分色素としてインジゴレッドとも呼ばれる赤色色素のイン

ジルビンが存在することが古くから知られており、普通の建染め染色では染色中に分解することか

ら、染色的価値を有しないものとされていた心しかし最近になって、インジルビンを殆ど含まな

いすくも藍 11こ比べ、それよりも数倍多塁含むとされるインド藍中のインジルビンと、他の副成分色

素との混合色素による染色についての研究結果が発表されている 2,3)。インジルビン以外の主な副

成分色素としてインジコイエローおよひ構造不明のインジゴフラウン等が存在するとさ訊ている九

これらの黄色や荼色系統の色素は、上記のように、色相的には大きい価値を有するとは思われない

が、一般のタンニンとは異なった性質を有しているとのことから 5)、インジ）レビンとこもに、ごれ~

らの色素も分離することとした。植物より色素の抽出およひその有効刊用の研究の一環として、イ

ンジ！レビンのみてなく、それらの色素の各種の繊維に対する染色性も検討した。

インド藍からカラムクロマトグラフィー法によるインジルビンの単離については慨に発表されて

いる匁今般の研究においては、副成分色素の分離に際し、分析化学的純粋品を求める必要のない

こと、その他諸般の理由から、最も単純な形式のペーパークロマトクラフィー法を応用し、一応目

的を達成することができた。現段階ては実験室的かつ定性的実験の域を出ないが得られた実験結果

を発表する。

2 実験方法

2.1 試料及び試薬

原料インド藍は市販品または染料店より特別に提供されたものを用いた。市販品の中にはインジ

ルビンを全く含有しないものもあるので注意する必要がある。抽出用溶剤に使用したエタノールは

99.5 V ％の由販試薬 1 級品をそのまま使用した。クロマトグラフィーの展開剤の構成成分とする

水には蒸留水を使用した。

-ll -



2.2 副成分色素の抽出および分離

環流冷却器を付した容器中の粉末状インド藍から、穏やかな沸騰状態のエタノールで、約 40 分

間加熟抽出した。浴比は約 l : 5 であった。抽出色素含有溶液温度が約 50℃以、卜を俣っている状

態で減圧濾過し、濾別された残留インド藍を上記と同じ方法で、さらに 3~4 回拍出操作を繰り返

した。初回抽出液と 2 ~3 、 4 回抽出液は別々に保留した。

ペーパークロマトグラフィー法による副成分色素の分離に使用した濾紙は Toyo Roshi閲製のク

ロマトグラフィーfl、J ADV ANTEC No.51 A と No.526 てあった。分離に供する原液は、前記抽出溶

液をエバ濯レーターの容器の器壁に色素が付着する程度に減圧濃縮して用いた。分離はバンドクロ

マトグラフィー法の線を面に拡張応用したもので、簡単な l つの方法として、濾紙を円筒状に丸め、

下端 5 mn！から 40 mmの間に分離原液を塗布し、水、エタノール容積比］。 5 の混合溶液を展開剤と

し塗布部が浸らないように浅く沈めた。 No.51 A の薄い潤紙の場合は展開剤の吸収と蒸発のバラ

図 l ペーパークロマトグラフィー法による色素分離実験

ンスの関係から、容器は図 1 の(1)に示すように、ビーカー (50 mQ、深さ 60 mm) を使用し、分取用

厚手濾紙のNo.526 の場合は図 1 の(2)に示すようにシャーレーを使用した。ビーカー使用の場合には

内壁と濾紙表面の間に 5 mm以上の間隔を保つ必要があり、展開剤の吸収蒸発による減量分を追加補

充した。なお分離投作は、開放無風状態の環境下で行う必要がある。濾紙を展開剤に浸漬数時問後

に各種色素が色相別に分離展開する。展開が終了したと思われる時点で濾紙を容器から引き上げ、

12 



多種類の色相のクロマトグラムが形成されているが、その中から比較的大きい面積を占めている黄

色ないし橙黄色部、赤色部、荼色部の部分を切り取り、それぞれの切片からエタノールにより各色

を抽出した。

2.3 各種副成分色素による染色

染色は各種色素のエクノール溶椴を水により適宜希釈し、助剖等添加せず中性状態で行った。染

色に用いた試料は中尾フィルター工業（株）製マルチファイバーテストクロスおよび田販各種布旭てあ

り、それらを常誌に従って精練した。染色は 85~90℃において 40 分間行っ左。染色堕牢度試験に

ついては、耐日光堅牢度は昼夜庄射日光怯応より、洗濯堅牢度は 40℃において由枷中性洗剤を用

いて、 10 分間洗濯試験法 B-1 法に準じて行った。

3 結果と

3.1 インド藍より副成分色素の抽出

粉末状インド監よりソクスレーを用いて副成分色素の抽出を試みたが、円筒濾紙中の粉末インド

藍の中心部まで容易に溶剤が浸透しにくいためなのか、効果的に抽出することができなかった。そ

こで数回に分けて沸騰状態のエタノールで抽出を繰り返した。 1 回目の抽出液は、少塁の赤色色素

色
色

色
床
色
紫
色

黄
薄
赤
黒
荼

「
]
二
万

□

ー
、

図 2 インド監副成分色素抽出液のクロマトグラム
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の他多量の黄色色素と黒渇色色素を含んでいた。抽出回放か多くなるに従っ

インジルビンのニタノールに対する溶解度が小さいので、 3~ 4 回くらい抽出
った。

した。

り返す必要があ

3.2 ペーパークロマトグラフィー法による副成分色素の抽出分離

函51 A 濾紙の場合は原液塗布部が、濾紙ド端から展開剤が吸収拡散するのに応じて上方に移動

し、容器のビーカー上縁に接近する阻から最初に黄色が現れ、さらに上方に移動するのに従い、涛

い赤色、薄い青縁色そして比豆的幅の広い濃い赤色居か その下に黒紫色と茶邑囮の順に現れた。

得られたクロマ］、グラムを図 2 に示す。この展開の状態は原料インド藍の品質や、泊斉IJ Iこよる抽出

回数により変化しJ::_o

天然藍中のイ v/' ジルビンの生成は図 3 に示すように、止殿の中に含まれている のインジカ

ンの加水分解により生じたインドキジルと、そのインドキシルが酸化さ紅て生じたイサチンとが反

応して生じることが明らかにされている囚

合成藍やすくも藍にもインジルビン以外に数種の赤色色素が含有されていることが発表されてい

る 7)。上記クロマトグラムの薄い赤色は、それらの色素を示し、幅の広い濃い赤色I日はインジルビ

ンに相当しているものと思われる。なおこの赤色層部分から抽出されて得ら訊た赤色色素溶液を再

度分別操作して得ら訊た赤色色素液から、溶剤の自然蒸発による濃縮化で、インジ）レビンと思われ

る赤紫色の微細同体の析出がみられた。黄色色素については、文献4,8)ではインジゴイエローとさ

れているが、イサチンの存在も当然考えら訊る。インジゴイエローの生成過程は明らかにされてい

ないが、構造式°ではフラボノール類のケンフェロールに相当し、本来藍葉の中に存在していたも

のと思われる。クロマトグラムの黄色部分は、塩化アルミニウムまたは酢酸アルミニウムにより殆

©□-0り：CH 二ｩ:)C = C (Cトロ
H H O 

インジカン
インドキシル

HO□°\『-@。H
／へ＼ c/c"oH

OH り

ゴ
ロ
り

ジ

c—— 

ン

C

イ
＼
／
0
1
1
c
z

ー

H゚

一
□
:
 

l
o
:
 イサチン インジルピン

インジコ＇イエロー

図 3 インジルビン生成反応式
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ら訊なかった。このことから、今回 られた は、フラボノール類の

インジコイエローを微量合むようにも思わ紅るか、殆とがイサチンまたは他の黄色系色素からなる

ものと思わ九る。黄色）蜀とインジルビン担当赤色層の中聞 I'こ、心責色またほ的青緑色の細い層が現

才~l ることかあるが、こ

赤色，色素陪に接して，甲摩色 I曽が、その下 1こ荼色の IF'iが比岐的入きく現れる。，田繋色、いよび爪色色工

は水に沿け『 エタノール □習解し 7しQこの累望色暦の葛砥切片を］’ールカリ性J¥ -1 1、ロサルジ＇ァイ

|溶般に投入すると、

な ふ
〇

は水応溶解することから［シジコ）：：

は似黄色を呈し、その言液に絹を投入ず巧と 印肛に薄赤紫色

しなかった。

jQインジルビン相当の

し九。

の，＇（／ ／＇ゴと／［ンジルビ／しり混合物とも考えら，ずしる

が、正淮なことは分かつなかっ入。

なお 紅お 1,9 ~＼て、 I］o51 A を用いた場合に比べて、分取用厚手の詞糾Noぷ26 を用いた

場合は、展関濾紙の長さも

界か不明確て、，展聞剤

つ'.)
J.こ’

インジルビンオ甘当

ス
～

結果的に は良奸である

く、各色相切片からエタノールによる色素の抽出が因闘であった。

、マルチファイバーテストクロスで

セテート、ビニロン、ナイロンが良九了に染色された。ヒル~ロース

アクリル、羊毛、ア

とポリエステルは染色さ九

なかつに。黄色色素では絹、羊毛、ナイロンが染色さ訊たが、翠リエステル、アクリ）レ、セルロ

ス系繊維は染色されなかった。インジゴプラウンと思わ訂る茶色色素はインジルビン相当色素に似

た染色性を示した。以上の結果から、赤色と茶色色素は塩禁性染料的染色性を、黄色色素は酸性染

料的染色性を有するものと思われる。なおこオしら 3 色素の各種繊椎上における の内、日

光緊牢度について測定した結果を表］に示す。表からインジルビン相当布色色素は 1~ 2 級因度で

く、黄色色索はやや堅牢で、 3 級を示す絨維も数種見られる。茶色色素は赤色色素よりや

のようにみられるが、黄色色素より低い値を示した。インジルビン相 による絹泊色物の洗濯

表 l インジゴ おける日光堅牢度

インジルビン インジゴイエロー インジゴブラウン

綿

ナ イ ロ ン 2 3 2 

ビ ロ ン 1 l 2 

アセテート 1 ~ g 3 1 

羊 毛 3 ~ 4 2 

レ ヨ ン

ア ク リ ｝レ 2 3 

絹 l 2 2 ~ 3 
ポリエステル
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堅牢度は 3~4 級租度を示した。

以上の測定結果から、これらの色素の染色堅牢度は、衣料用繊維に対しては実用上耐日光堅牢度

が不十分であるが、手芸用繊維に対しては実用可能と思われる。洗濯堅牢度は使用目的にもよるが

一応実用に耐えるものと思われる。

4 おわりに

ィンド藍から打害な薬品を使用しないで、安全な実験室環境を保ちながら、簡単な方法により、

インジルビンと思われる赤色色素や本体は明らかではなかった黄色色素およびインジゴブラウンと

思われる茶色色素を分離採取することができた。既に指摘されているように 5）、インジルビンまた

はそれとインジゴブラウンの混合色素による染色物の色相は、美的に優れており、それらの色素に

は希少価値があるが、各種染色堅牢度や価格面からみて、藍染めにこだわった染色以外に、これら

の色素の染料としての大きい価値があるとは考え難い。インジルビンおよびその他の副成分色素は

繊維の染色用以外に、食品の着色料または医療関連薬品の方にも利用価俯が存在するものと考えら

れる。筆者らは目下医薬品メーカーと共同で有効利用の研究を推進中である。

謝辞：有益な助言とご教示下さいまして、また貴重な試料を快くご恵与下さいました（掬田中直染料

店高橋誠一郎部長に厚く感謝致します。また本研究を進めるに当たり、終始懇切なご指導と鞭撻下

さいました当研究所長相宅省吾先生に厚く感謝致します。なお種々適切な助言とご協力下さいまし

た林屋慶三、新井清、高橋重三学兄および原幸代女史ならびに覚誉会の各位に感謝致します。

なお本研究の概要は日本繊維製品消費科学会 1997 年年次大会(1997 年 6 月 14 日、名古屋）で

発表した。
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晶紡糸と絹

高橋重一

1. はじめに

液晶とは定性的には、力学的には液体の性質を、光学的には結晶の性質を兼ねそなえた第 3 の相

であると説明されている。溶液からまた溶融体からの液晶、さらに分子の部位、並び方などにより

多くの穂類がある。低分子の液晶は環境に応じて速やかに応答するので、多くの分野で利用されて

いるが、高分子からなる液晶は応答力ゞ遅いので、一般には利用は少ない。 Kevler （ポリー P ーフ

ェニレンテレクタル繊維） 1）が、液晶状態の紡糸液から繊維化され、高強度高弾性率の性質を示す

ことが発表されてから、液晶紡糸が注目された。

著者はポリアミノ酸系ポリマー2) として、ポリー L ーソジウムグルタメート (PSLG) および可

溶化コラーゲンの液晶紡糸について、またセルロース系3) として酢酸セルロース、ヒドロキシプロ

ピルセルロース(H PC) およびセルロースの液晶紡糸について研究してきた。絹繊維の場合、蚕

の前部絹糸腺内においては、ある種の構造（液晶）を持った状態にあり、その構造モデルも 4)報告

されている。その後馬越ら 5)の多くの研究があり、蚕の場合も液晶紡糸であろうと考えられる。

この研究では、①絹繊維の形成機構を、他の多くの液晶紡糸により得られた知見から検討するこ

とと、②絹繊維産業の現状から、蚕品種から製品に至るまで、一貫した計画のもとに、独自のブラ

ンド商品を開発することが必要であると考え、実践することを目的としている。

2. 液晶紡糸

溶液からの繊維化では、紡糸液のポリマー濃度を高くすることが有利であるが、高粘度となるた

め限界がある。ところが、高濃度でも液晶を形成すると粘度が下り紡糸可能となるため甚だ有利と

なる。また分子がすでに配向しているので、高配向の繊維が得られるなどの利点がある。

天然タン白質および合成ポリアミノ酸の分子は、沿液中でランダム状態、ヘリックスコイル状、

/3構造および extended helix 構造をとることが知られている。ヘリックスコイルになると棒状と

なり液晶を形成することができる。このような形態は分子の種類、分子量、濃度、温度、溶媒組成

およびその他の条件により決まるものと考えられる。 PSLG と可溶化コラーゲンでは、主に濃度

と温度により支配された。一方セルロース系ポリマーでは、酢酸セルロースおよびセルロースの場

合には溶媒組成が主な要因であった。

絹フィブロインの溶剤としては古くから多数知られているが、今回は塩化カルシウムとアルコー
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ルと水混合溶媒の岨成と溶解状態の関係を、予励的

得られなかった 0) で省略する。

3. 絹

3.1 はじめに

したが、特に報告できる新らしい結果は

先に述べた目的に沿って、蚕品種と繭糸の性質との関係を検討した。とりあえず今回は 3 原稲を

洞育しその繭糸の性質と、京工繊大農場で飼育した錦秋 x 鐘兎口の繭糸との比較をし茫。

3.2 方法

蚕品種として支 21、支竺5、小石丸を選び、古研究所において全令桑飼育を行なった。（平成 9 年

5 月 8 日掃立て、 6 月 5 日上院）。上族 1 週間以後り揺を乾燥することなく、 3()℃但漏水中で 1 粒

繰糸した。検尺器で巻取り長さを測定した。水洗風乾後 60℃で予備乾燥したのち、R. H （相対湿

度） 65 ％のデシケーター中に入れ吸湿した。繭糸の重量を精密天秤で秤量し、繊度（デニール）

を求めた。 20 粒について測定し平均値で表わした。錦秋 x鐘和は平成 9 年 6 月 28 日から 7 月 26

日までに飼育したものである。

糸長の長いもの絨度の小さい蛾を交配し蚕種を得た。また交雑種の卵も採取した。

3.3 結果および考察

各品種 20 粒の平均値を表 l に示した。

表 l 蚕品種と糸長および繊度の関係

支21 支25 小石丸 錦秋x 鐘和

！繭糸長 (m) I 752 1706 544 1267 

繊度（デニしール） 1 2.18 1 40 2.42 2.52 

この結果、小石丸は薗糸長は短かく、かつ糸も太いことがわかった。この繭は小さく、くびれが

明瞭で典型的な繭形をしている。支 25 は糸長は長く、かつ細いことが分った。精錬すれば 1 デニ

ール以下の極細繊維となり、特異な性質が期待できる。錦秋 x鐘和は夏の繭としては普通のように

思われる。

3.4 むすび

4 種類の蚕について、繭糸長と繊度の関係を明らかにした。これに基づき平成 9 年 10 月には改

良原種および交雑種の飼育が可能になった。
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ストリング幾何学 3 報）超次元繊維系

井上清博

木下伸司

相宅省吾

この世界には繊維からできているものが多い、 1990 年 1 月 1 日

1975 年以来、我々は全世界を 2 つの視点から捉える試みを続けてきた。ひとつは全宇宙を構成

している要素の一つは細長くてグニャグニャ曲がるもの、即ち繊維（sen'i)であるという視点で

ある。もう一つは、要素と要素の関連性（sen'i sei)が重要であるという視点である。前者は物と

しての繊維であり、後者は理としての繊維である。

ここで我々が使っている繊維（sen'i)という言度は広い意味を持っている。一般に使われてい

る繊維に関係した言葉を挙げてみると、繊維(fiber) 、網（a line, a code) 、紐 (a str ing)、縄（a

rope) 、コード (a code) 、糸(thread, a string, a li ne) 等がある。また、食物繊維 (edible

fiber) 、ナノ繊維（nano fiber) 、分子峨維 (molecular fiber) 、など形容詞で特定された繊維

(sen'i)も数多くある。

この様に繊維を分類する多くの種類の言葉がある。繊維には古い歴史があり、繊維が非常に重要

であったため西洋、東洋、日本で繊維に関連した色々な言葉が出来たのであろう。

更に、最近の技術革命により多種多様の繊維及び繊維製品が作られるようになった。それは繊維

ルネッサンスとも呼はれ、繊維を使用した応用分野は衣料ばかりでなく医療、宇宙関連、土木、建

築などへと広がった。この広範な繊維のシステムは繊維系(fiber system) と呼ばれている 1)0

我々が特別な興味を持つのは情幸艮や感性の分野における一見繊維とはみえない全く新規な繊維で

ある。この新規な繊維を理解するためのキーワードはストリングである。このシステムはストリン

グ。システムと呼ばれている。このシステムには将来誕生するであろう新規な繊維も含まれている。

英語のストリングには次のような意味がある。

1.紐

2. 細長い線状のもの

3. つなぎ合わされたもの例数珠

4. 連続したもの：順序、結果
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5 ·弦

6. 弦楽器

7ｷ ｛寸帯条件

この様に、ストリングという は連続性によって繊維系を解く理の繊維系（スト1) ／グ。シス

テム）に最適の言葉である事が判る。

牧々は最五u)研究で繊維の範鯰を実際の物だけから仮想のものをも含めたものへ拡張する軍

案した。拡張するにあたって繊維の細長いという形と自由度と連続性が最も重要な繊維の特性てあ

ると考えている。

そして、文字列（character string) の情報の列（ストリンク）を仮想繊維（バーチャ

ル。ファイバー）と考えた。また時間により変化する音楽は時空間における超次元絨維であるとみ

なしている。

ロープから分子繊維まで含み、 はある ある現実の物体としての繊糾がつくる

紬系（ファイバーンステム）、繊維の理綸（ストリンク｀ 3 システム）、バーチャル C ファイハーとい

弓／記の繊維、そして 音楽などの超次元繊維を含んだ統合的な繊維系を超次元繊維系と名付げた。

〇次元の形のペレットが、 1 次元の形の糸となり、 2 次元の形の布となるように繊維の技術は、

次元変換の技術であるとも言える。音楽や言葉ぱ演奏時や発音している時は時空間で繊維性があり、

楽譜や文章になると空間だけで繊維性がある。このように音楽や言葉には次元変換があり、超次元

の繊維であるといえる。

超次元繊維系という新しい考えの眼目ば大きさと解像度である。従来のユークリッド幾何学を旦

本とした考え方と全く違っている。（］次元では大きさと解像度が等しい。 1 次元では太さと長さが

ある。 2 次元では大きさと厚みがある。 3 次元では大きさと厚みがある。

特に斬新であるのは 3 次元の厚みを導入した市である。そうすることによって工学的、定量的に

4 次元や 5 次元を計算出来るようになった。次元間での変換が可能になった。時空間に於いて形成

は、繊維が 0 次元から 3 次元へ変化し、崩壊過程では逆に変化する。また、解像度と大きさ

という非常に単純な原理だけで 5 次元、 6 次元、 10 次元、 13 次元、 26 次元、 27 次元、そして 30

次元への拡張が可能である。

この様に、全世界を繊維の仕組みで解明しようとする我々の試みは新規で独自のものである。こ

の様な試みが大きな潮流となり将来有用で斬新な繊維が誕生する事を期待している。

キーワード 繊維系、ストリンク。システム、バーチャルファイバー、超次元繊維、解像度
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第 1 章 超次元桐維系の匠史的背景

Ll 序

超次元繊維系は対咬とするものが物質か否かといっ観点から、｀ をあっかう繊維系、虚

の繊維であるバーチャルファイバーシステム、理のストリングジステムに分類出来た。

厖史的観点から分煩ずると大きく 3 うに分類出来る。スーパーストリンクに代表される宇宙繊維

系、遺伝子に位表される生命繊維系、そして人間が作り出し応文化繊紺糸 1こ分けられる（図 1) 。

1. 2 宇宙肪維菜

2 月 3 月 4 月

銀河の誕生

5 月 6 月 7 月 8 月

星の輝き

I 

9 月 10月 11 月 12月

太陽系翫生
I 

様々な器官を

地球の誕生 持った生命誕生

生命綱維系の始まリ 文化魔雑系の始まり

近代織維系の始きり

の誕生とコスミック。カレンダー，

]50億年を365 日に網めたコスミック。カレンダー6) に色々な粒維系の始まりを書き込ん

だ。 150［意年箭にビッグ，バンて宇宙か誕生した。この時か宇宙絋維系の始まりである。

近いものどうしが集まって銀河の起源ができた。 l()0憤年程前に銀河系で最初の星が輝き

だした。約50億年前に太陽系が真生した。

45億年前に地球が誕生した。 RNA ワールドが誕生したのが繊維生命（情報）繊綿系の

始まりである。約40億年前に RNA ワールドがDNA ワールトに囲き換わった］

12月 16 日、海の中に様々な器官を持った生物が現れる。

12月 18 日、約 6 億年 1ご三築虫が出現した。

12月 31 日 22貯：i（)分、今から二百数十万年前人類の祖先か誕生した。手を目由に使っ！こご

とにより文化繊維系が誕生した。

12月 31 日 23時59分59.8秒、今から約百年前応近代繊維系か始まった。

相宅の繊維に関する 6 つの仮説のキーワードは、アスペクト比、自由度、相似性、エネルギー、

情報、分岐である 2）。以上は工学的で客観的な仮説であるが、最近、第 7 番目として感性が重要で
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あるという報告をしている 3,5) 。

これらの仮説を基に宇宙を考えてみた。宇宙の卵は宇宙と相似形である。宇宙も宇宙の卵も細く

て長い自由度がある繊維で出来ている。宇宙もその卵も情報やエネルギーを持っている。宇宙が誕

生するときには次元変換が行われている。宇宙もその卵も感性を持っている。繊維の理論からこの

穏な宇宙像が描かれる。

相宅の超次元の理論では、空間と時間の次元に加えで情報次元と鏡面次元が考えられている。空

間、時憫、情報はペアノ曲線の原理よりそれぞれ 3 次元であり合計 9 次元となる。それらに鏡面次

元を加えると合計 10 次元である。

それらに質量の次元を加えると 13 次元になる。それを鏡面で倍にすると 26 次元となる。

例えば、宇宙の起源は 0 次元のプランクの情報素子が 1 次元に配列した繊維が 2 本組になった物

であるとする。相転位で情報と質量の 2 次元となり、更に相転位して 4 次元となる。この段階で空

間、時間、質量、情報輩出来上がる。各々、ペアノ曲線の原理より 3 次元であり 12 次元である。

これに鏡面（光）の 1 次元を加えると 13 次元となり鏡面構造から 26 次元となる。この様に相転位

により 24+ 2 次元になり、縮退して時空間の 4 次元となったと考えることも可能である（図 2) 。

この様な仮説を考える時に最も重要な事は客観的な事実に基づく理論である。世の中で最も確か

な事の一つにプランクの定数かある。そして、プランクの情報素子には、プランク長という空間、

プランク時間という時間、プランク質量という質塁、デジタルの情報という 4 つの次元が含まれて

いる（図 3) 。

ストリング幾何学の大きな特徴は 2 つある。一つはペアノ曲線の原理である。基本単位の1遼、 m、

h、 N は全て等価である長さ (m) で表現できる。また、 kg、 111 、 h、 N といった次元では、 rrl\

m又町の一 1 、 2 、 3 といった次数は非整数次元では禁本的なものでない。従って、エネルギー、

光速、質量、力などの色々な単位の次元を観るとき kg、 m、 h、 N のどれが含まれているかという

ことがまず重要である。

もう一つは最小の単位を 0 とみなすということである。従ってプランク粒子が一つでは、 0

であり、プランクの長さの直径の紐は、太さが 0 の 1 次元である。これに 3 次元の厚みという概念

を導入すると、空間を（長さの次元で）プランクの粒子で満たしても、質量や時問の厚みが 0 であ

れば (m だけであり）力学的にはなにも無いのと等しい。また、質量と距離だけの次元に存在し

（厚味を持ち）時間に厚味を持たなければ瞬間に伝わる（ように観測出来る）力（重力）となる。

光が光速によって特徴づけられるのは、 m、 h、 N の次元に存在しkgの次元では厚味が 0 （プラン

クの定数の厚味）であるからだ。従って、アインシュタインの E=mがという式からエネルギーは

4 つの全ての次元に厚味を有している事が判る。

プランク定数のスケールの繊維は超ひもと呼ばれている。
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(a) プラ／クの情報素子か 1 次元に恩翠がって数だけ

がある絨維で出素ている。 2 本の糸が対になって

いる。

叶空間臼凪())次元の大きどは最小 0) プランク単

f立てあり（）と考えろ事が出来る。

(b) 鐙凸次元かでき 2.．ー）に分かれる，，実の部分と店

の部分とができる。

火 0)王の状態。

(c) 実の部分と虚の部分に分か九たため質量が光化

する。 1 次元の形のプランクの続紺が］次元0形

に変化する。

質量次元と情報次元の 2 次元となる。

(d) 更に宇宙の織物は空間を作り出す。空間、質塁、

情報の 3 次元かてきる。仕事凪が発生する。

(c) 時間が加わり 4 次元の宇宙か出来上がる。＇『宙

の卵の形を持った状態である。

時間、空聞、白塁＇、情毅が均等に出来ヒがるが余

次元がなく自由度がない。

(f) 時間の厚みがプランク長まて万くなり、牢間の

次冗に変化する。宇宙は膨張し時間に自由度が発

生し、時間によって変化する宇宙か出束上がる。

時空間の 4 次元となり、時間と空閲の次元に束縛

さ汎た光ができる。時間、窄問．、阿贔江関係する

））やエネルギーができる。

図 2 宇宙繊維系による宇宙の起源のモテル：

` ; 
三」ーロら 柏報し［次元 □’ -い

冒I 1,,;~;,ft冒
質目次元→―A| 

竺筐次元 空関次元

情報次元

質琶次元
空間次元

時間次売

空間

(a)量f宇市論て真空の状態と言われている状態8,8)。消報がある、プランクのI脅報素子か 1 次元に繋が

っているという点か量子宇宙論と繊維系の宇宙論の達いてある： （b）真空のオ且転移。火の玉か作られる前

0)頁空（偽0)頁空と呼は訊ている）から後の真空（頁真空と呼ば九ている）に移行する。 2 本の繊維か

ら 2 つの安定な状態が出来ること、鏡面次元が出来る事、実と虚と空0)真空の状態がある、情報を持っ

た絨雄で出東ている、点が従来の説と違う； （C）次元変換による旧転移か始まる。一定の長さのプランクの

糸から 2 次元の繊維製品が出末る。プランクの情報素子か質塁 0)方阿にも並び質量次元 1こ厚みが出来

る； （d）、 (e)質量が出来たため時間と空閻の方向にもプランクの情報累j口が並び始める。時昌］、守間、質

星、情報次元が揃いプランクの情報素子と柑似形に成る。そ机それの次元の大きさがほぼ等しく現在の

字宙との用似性かあるので宇缶の卵と名付けた； （f）対称て完全に充填している卵は自由度かなく動けな

い。空問の厚みがプランク時間となり、その分宇宙が膨張し、時閻方向に自由度が出来、現在の 4 次元

時空間になった。

相似図形では、 r 倍に縮小した自己相似図形が N 個出来る場合、相似次元 (D、）は

D5=log N/log (1/r) 

である。 5 次元の系にもこの相似形の式がそのまま適用てきる 10) 。

非整数の実用次元 (DPRAC) は、繊維の太さ (d) 、長さ (Lu) 、 1 次元の長さ（し）から計算で
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きる。

りPRAc=log (LD/d)/log (Iバ /d)

この式もこのままて 5 次元の系 1こ適用可能であ

る 10)0 

この式の解像度 (d) にプランク長を代入す

ることによって超次元における宇宙の次元変化

を計算出来る。

情報次元

質量次元で汀呵----­

時間次元

空閻次元

世界最小の情報累子 (P) 

宇宙に関しては色々な仮説が考えられるが、 プランク質鼠＝＼/¥=2.1sx10-s販
科学的宇宙論では宇宙の創世は約 150 億年前と プランク長＝［厚~=1. 6 >: 10-35m 
考えられている 6.9)。宇宙繊維系の犀史は約 15() プランク時間＝（尺[=5.4 X 10-ｫs 
億年前に始まった。 図 3 世界最小の情報素子：

1.3 生命繊維系

超次元繊維系の歴史は宇宙の卵とともに始ま

った。（あるいは関係だけがあって始まりはない

0) かもしれない。）次にくるのは生命の誕生であ

る。

h=6. 626 X 10-" Js、 n=h/2冗＝ 1.0546 X 1Q -34Js、

C = 2. 99792 X 1 （戸ms-1 、 G=6.67 x 10-11Jmkg-2. 

の基本物理定数を用いて世界て妓も小さい信報素

子の大きさを計算した。そねそオし力ゞ独立した次元

を形成している。情報は数 (N) を表し、数を周

波数として数える事が可能である。情報索子では

N=] である。

細長くて自由度がある遺伝子は最も基本的な繊維である。遺伝子は物質としての繊維であり、情

報を持った繊維、生命を持った繊維てある。そこには、排他的な空間の次元、寿命と遺伝という時

間の次元、物質であることの質量の次元、情報の次元、そして複写という鏡皿次元ヵゞ存在している。

このように遺伝子は超次元繊維として最も完璧な分子繊維である。天然繊維もまた、この様な遺

伝子によって作られた。遺伝子はナノ繊維とも呼ばれ、常識的な物質の繊維を扱う繊維系の学問の

基本となる繊維でもある。

生命の起源は以外に古く地球が出来てまもなくであると考えられている。 RNA!•ま情報を受け持

ち、 RNA は盗白質の合成を受け持つ。 DNA は蛋白質で出来ている。それらの起源を考えるとき

どちら力ゞ先に出来たか難しい問題であるが、最近の研究では、まずRNAワールドカゞ出来たと考え

られている。 RNA ぱl青報と合成の両方の機能を持っているからだ。そして、約 40 億年前に RN

A ワールドから DNA ワールドに変わったと考えられている。生命繊維系はRNA ワールドと共に

始まった鸞

1.4 文化繊維系

超次元繊維系の歴史について述べるに際して人類の歴史を無視することはできない。（理由は簡

単で我々が人類の一員であるからだ）。文化繊維系の代表は勿論衣料用繊維であるが、それは十分
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論議が尽くされているので、ここでは別の角度から考察した。

文化の定義はパップカゞ言うような適応体系の文化とし、タイラーの有名な定義に従うのが分かり

易い。タイラーは文化を人問によって獲得されたあらゆる能力や慣習の複合総体であると定義して

いる。

m 

入類誕生
文化繊維系羅生

情報 マカロニ
繊維系―]目簾

近代拘質 感性
繊維系譴，t緻維系

シュメール

文字

mm  

仁[Ill

印刷褪

\:\: 

nm ナノ繊維 (12)

pm 

fm 

-5000000 -500000 -50000 -5000 -500 

年前

コスミック (12月 31 日
カレンダー 22 時）

図 4 情報素子の年代による大きさの変化：

言卦径 1 

-50 A.C.2000 

(12月 3l 日
23 時 59 秒）

約二百数十万年前に人類の祖先が誕生した。遺伝子による情報の伝達（生命繊
維系）とは別の文化的な伝達の道ができた。それが文化繊維系の誕生である。約
百万年前に人類は火を使うようになった。約五十万年前にアルタミラの洞窟にマ
カロニ模様かかかれた。これが文化系の文字による情報繊維系の起源である。約
五千年前にシュメール文字が占かれた。約五百年前に可動活字が発明され情報素
子とその配列による情報繊維の考え方が確立した。約五十年前に電子の文字が書
かれた。表に示したように最近の変化は目覚ましいものがある。
追伝子の書き換えや複製を人問がする技術を開発し、文化絨維系と生命繊維系
の区別が曖昧になってきた。
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人間の遺伝子 とは関係なく、そのような複合総体を駆使し伝達してきた。文化の

伝達は目、耳、鼻、舌、触覚という 5 感を通じて行われた。文化の伝承には音とイメージ（文字を

含む）がよく用いられた。姶近では音も時間を越えて保存する事が可能になったが、イメージは太

古から保存されているものが多数ある。そこで、文字を例として、利便的に西暦 2000 年を基準に

して文化繊維系の歴史を大観してみた（図 4) 11) 。

文化による伝達は約 100 万年前に人類が立って歩き始め手が自由になり道具を使い火を利用する

ようになったときから始まった。

約 50 万年前に人間は道具を作る為の道具を作る能力を持った。ホモファベル を作る人間）

と呼ばれている。彼らかマンモスの牙などに残し応線両か又字の芽生えである。

原始美術と酪めら訊る最初の物は初期オーリニャク期のスペインのアルタミラ洞窮 0)マカロニ模

様である。約 5 万年前の作品である。それまではランダムな線であった。マカロニ模様またはマカ

ロニ風とよばれる長さが 5 メートルの細くて長い曲がり＜ねったものに発展した 13）。これは視党に

よる感性という情報をつたえた最初の文字である。そして、細くて長い曲がりくねったものという

のは繊維の形である。

約 2 万年前の旧石器時代の後期には、芸術作品と認められる多彩な洞窟壁画が描か定している。南

フランスのラスコーの桐窟やアルタミラの洞窟等に有名な璧画が数多く描かれている。そこには全

長 5 メートルに逆する牛などが描かれている。

繊維の形態をした情報の列は個々の要素である情報素子の線状性を持った集まり（列）であると

考えている。これらの壁画では個々の絵が情報素子であり、洞窟の全体の絵が情鞍素子の列即ち情

報繊維になっている。

氷期芸術は図式化され、後期には数 10 センチメートルの単純化された岩壁画が描かれた。

氷期後期のパシエガの絵文字、中石器時代の図形の簡略化、新石器時代の記号化を経て紀元前三

千年頃、（今から約五千年前に）歴史上最初の文字がメソポタミアで使われた。シュメール文字で

ある。数センチメートルのオーダの文字である。

約 500 年前にグーテンベルクらによって金属活字によるプレス式印刷機が発明され、印刷時間が

短くなり、両面印刷が可能になった。現在我々が読んでいる本の活字の大きさは、数ミリメートル

のオーダーである。この位の大きさは、目で見るのに非常に効率的な大きさである。この段階で情

報素子とその列による文阜が可動活字の配列によって形成され、活字の組み替えによって色々な書

物を印刷する事が可能になった。

一般に、対数的な変化は、最初は徐々に始まり長い時間ががかるが、段々加速されて変化が速く

なってくる。最初の 50 年間の文字の変化を見てみよう。 1959 年アメリカのテキサス磁インスツ）レ

メンツ社のジャック。ギルビーが集積回路を開発した。電子技術の発達により、さらに高密度な集
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積回路が開発されていく。 1970 年代に作られた LSI は、わずか 4 ミリメートル 4 方のチップ上に

2300 個の電子回路が集積された。 198() 年代の VLSI には、数ミリ角のチソプ上に 100 万個の素子

が組み込まれており、 1 文字の大きさはミクロンの単位となった。

光ディスクやテジタルVTR でも同様の傾向にあり、ービット当りの記録面積は、ここ 10 数年

聞で対数的に減少し、ミクロンの単位になっている。

そして、約 5 年前にはヴィールスの力等を伯り遺伝子の組み替えによりナノの単位の文字が書か

れるようになった。遺伝子は物質としての繊維の中で最も細い分子繊維の一つである。最小で完璧

なナノ繊維のスケールの壁は常識では越えられない文字の微小化のゴールである。現時点で常識的

に考えうる最小の情幸蹂素子は分子、原子、あるいは電子である。

では 5 カ月前にはどうなるのであろうか。ナノ繊維より細い文章があるのだろうか。限りなく電

子の大きさに近付くかもし］しない。ナノのゴールに到達して完了するのか、想像もつかない細い超

繊維（例えば超ひも）がみつかるか、極小への挑戦か感性へと質的（超次元的）に変化するかのい

ずれかであろう。

西暦 2000 年から起算して、およそ、 50 万年前、 5 万年前、 5000 年前、 500 年前、 50 年前、 5 年

前という対数的な年代による文字の変化によって、現代の文章文化が花開いている。文字（情報素

子）の大きさは、年代を経るに従って小さくなってきた。

1.5 情報繊維系

従来の科学では個々の要素を重視してきたが、新しい科学の 1 つである超次元繊維系では物と物、

物と人、人と人との関係を重滉する。それが連続性という性質を持つ繊維の特性（繊維性、線状

性）である。

関係と文化において、最も重要なものは“言葉”である。言葉は振動である。要素還元主義的に

みると世界を構成するものは原子である、クオークである……。ということになる。しかし、細分

化してもキリがない。関係を重視する立場から見ると世界は振動（超ひも）にすぎない。言葉は関

係を生み出しその関係は涸性と文化を生み出す。

文章が繊維であるという主張に疑問をもたれるであろう。しかし文章の本体は繊維そのものなの

である。それを証明したのがワトソンとクリックてある。追伝子はナノ繊維とも呼ばれ、 •I青報を書

き印し、写し、保存し伝達する。そこには系統発生と個体発生の両方の情報が蓄積されている。こ

れが天然の本当の文章であり、繊維と不離不二のものである。

考えてみれば書き記した媒体は大地や岩、木片、紙、電子製品と時間と共に変化し書き示す道具

も牙、インキ、鉛筆、電子、光と変化した。そして最終的にウイルスの助けなどをかりて遺伝子操

作により、ナノの文章が人の手でかかれだした。

しかし生物では太古からずっと DNAの文章は同じように書き続けられている。ナノ繊維が本来
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の姿の文章であるともいえる。だから文章の本体は繊維なのである。

西贋 2000 年を日前にして生命鍼維系、物質絨維系、文化繊維系、情報繊維系が合流し一体とな

り、それらの境昇が曖昧になってき九。それらを再構築するには原点に戻っ左幾何学が必要であろ。

1. 6 ストリング・システム

コンピュータり）免達によって繊糾の理論に款げくジミュレーションが可能になっと。その基本は

ストリング幾何学てある。繊糾 とした幾何学の歴史は古くからある。

起源前 5 から 4 世紀頃エジプトを中心に大文明が栄えた。ピラミッドやスフィンクスなどの巨大

建追物が現在も残されている。その基礎には精密な測星技術があったことがうかがわれる。

刺暑の専門家は縄張り師と呼ば才した。多種多蟻のロープを使った力ゞ特に）レープになって 12 等分

されているロープをよく用いた。 3 人で縄を張って、合計の比が 12 で 3 : 4 : 5 の比を持つ直角

3 角形を作った。縄で他の色々な角度を作ったり、色々な正多角形を作った。

当時、ナイル川の氾濫のたびごとに村や個人の土地の境界が判らなくなってしまうため、

起こった。その為、，迅速な測量技術が必要になり、縄張り師のような測量の専門家力ゞ出現したと考

えられている。

この技術が巨大建造物の基礎技術となり、のちに抽象化され、数学という学問の根底を形作った。

その為か、幾何学 (Geometry)の語涙をたどってみると、 Geo には上地、 Metryには測量という

意味がある。中国では、 Geo の音を漢字に当てて幾何と訳した 14)0 

紀元前 600 年頃インドではシュルバスートラの幾何学の原型が成立した。シュルバとは縄あるい

は綱の意味でダルバ草の茎を 3 本より合わせたものを長くつなぎ合わせたものをさす。スートラと

は教典の意味である。祭式の祭壇の作り方を書いた幾何学書である。 1 次元の縄て叶測し 3 次几 0)

宇宙を意味する構造物を作った15) 。

古代の世界各地で結縄が数を表すのに用いられた。西暦 2 世紀頃、中国で小数の記数法が発明さ

れたが、記数法に殿、糸、忽など繊維の太さを表す言葉が用いら訊た16,17）。この様に、幾何学（数

学）と繊維は深い関係があった。ギリシャでもソクラテス（前 469~399) 以前の哲学者は、太さ

がある線を 1 次元と考えていた。

ユークリッドはユークリッド原論て「線とは幅のない長さである」とした新しいユークリッド幾

何学を発表した 19）。以後、現在にいたるまで幾何学（数学）ではその定義が用いられている。ユー

クリッドから現在に至るまでの間、紐による楕円の作図、パンチカードなど繊維による幾何学的発

想はあったが主流とはならなかった。

1890 年ペアノは 1 次元の線が 2 次元の平面や 3 次元の立体！こなるペアノ曲線を発表した。そし

て、非整数の次元の考え方が生まれた。ここで、全ての形の基本が自由に曲がる線（繊維）である

ことが明らかになった。但し、太さは 0 の線である。
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1975 年、マンデルフロは桓似形と非整数の次元を特徴とするフラクタル幾何学を発表した。太

さが有る線の実効次元の直要性が説か紅ている 20) 。

1975 年、阻宅！麟贄維の可動性（自田度）をもとにした非整放の次元を発表した。ペアノらは 19

慌紀後半に可動性と要素の数を晶本とした幣放次元に決刈して非整数次元を導いたが、相宅の非並

放次元鱈テカルトのI]]動性（白由度）の延長線いこあった21/0 

1989 叶、「日宅は糾紐の 6 づの性質という炉説を元哀した広）。

l叩0 し年、相宅はフラクタ）！幾何学と の閂係について述ぺた と＼，）う新しい慨念

を導入9 ることによっで形の非覧数次元の幾伺学と □口度かある可動性の幾何学を統一し

1991 ＇［「、し―-スの次元について実緊を閲始し、実践的な実用次元茫見いだした 25) 。

た

1992 年、繊維とフラクタ）レ幾何学料）、

井上

と の閂係について

とフラクタルと

での

について

を開始し

した。

宇由と卵の大きさ

1993 年、脳、

した。 をス 1、リン と

生命、アルゴリズムと繊維の関係について

j袋：ll)
~ 0 

しコンピュータによるスト

リング C システムを発表した 32,37)0 

199,1 年、プランク定数を基に宇宙と繊紬についてまとめた38)。

1995 年、相宅が「短繊維と超次元について」通産省の依頓て執筆した39)。音楽と繊維とフラク

タル次元について服飾学会で発表した40)。ストリング幾何学について繊維学会誌に投塙した41,4 2,43) 0 

1996 年、情報次元について相宅が織紺学会で直接口頭発表した44)。音楽と繊維について本格的

な研究発表が始まった45)。情報次元と感性についての理論的支柱をクリックの「DNA に魂はある

か」に見いだした46 、 47)。形成過程と崩壊過程におけるフラクタルについて粧め

1997 年、，感控と鏡面次元について相宅が直接口頭発表した50,52）。マックスウェルの電磁気モデル

を超次元のモデルに応用する事を考えた。感性のモデルが完成した。

井上が形の形成過程と崩壊過程を例としてストリング幾何学について学位論文にまとめた53,54) 。

情詞と繊維について纏めた5S)0 

17 あとがき

コンピュータの出現によって実践的理論へ事態は変化しつつある。フラクタル幾何学が脚光を浴

びたのも、パーコレーションの理論、カオス、複雑性、アルゴリズムなども、それらの発展はコン

ビュータによるところが大きい。孜々は、太さがありクニャグニャ曲がる線を基本としたストリン

グ幾何学を発表した。

特に、解像度があるプランクの定数で世界が出来ているので、この数学は重要であると考えてい

る。空間の 3 次元はもとより、時間などの物理的次元を等価の長さだけで表すことが可能であると

考えている。
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図 5 ストリング。システムの歴史：

織維を基本とした幾何学の歴史は古い。結縄は結び目で数を表し、数の

記録、訂算などをする道具である。前丁仲紀のギリシャや中国で（吏われ

ていた記録がある 13)。紀元前 5 から 4 世紀のエジプトでは縄張り師と呼ば

れた人たちが土木や建築の測量に縄を用いた日 1。幾何学の語源となった。

イントでも祭墳の構築に縄が用いられた。シュルバスートラに縄を用いた

幾何学が記録されている 15)。紀元後300年頃新たに紡がれた絹糸の直径が記

数法の“忽’'の標準であるとした 16 、 17)。エジプトの幾何学がタレスによ

ってギリシャに紹介された。古代の奴隷制社会のギリシャ人は実践は自由

民に相応しくないと考えた。彼らは実践でなく瞑想（thyeory)だけをして

いればよかった 18)。瞑想は理論を意味している。前300年頃、そのような土

壌から現実には存在しない点、線、面の定義を基本としたユークリッド幾

何学が牛まれた叫 1890年、ペアノがペアノ曲線を発表し数学の危機が訪

れる。 1 次元の線が 2 元の平面に成ることが証明された。これが近代スト

リング幾何学の起源である。コンピュータの出現によって実践を重視する

幾何学のルネッサンスが始まった。

繊維、情報、感性と超次元について菜光で述べられている 56,59)。感性のモデルが完成し新しい繊

維産業が期待できる。とにかく超次元繊維システムって面白いなと思う人が、そういう感性の人が

沢山生まれれば幸せである。
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［繊維は 1 に色。 00000」を漢字から考察する

原 幸代

用宅省吾

中

0 はじめに

漢字を書く度にロマンを感ずる。点、横線縦線、斜め、はらい、土め、それらの組合せの造製の

を感じる。私達が住むこの宇宙 0)大自然の森羅万象を巧みに写しとり、一大体系をなして

いるのが漢字なのではないか。そういう眼で漢字を見ると、私達が持つ感性：視覚、聰覚、触覚、

臭覚、味覚は、いずれも、網膜。角膜、鼓膜、」皮膜（膚）、枯膜を通して感ずる。膜が外界へのア

ンテナであり、感性の入口となっている。外に膜の付く語に胴膜。腹膜、肋膜があるが、これらは

肉間の農としての膜としてある。

又、今回のテーマである繊維の定義は、となると、糸や織物、とばく然と考えるが、繊維とは長

さと直径の比が 10() 倍以上、出来れば 1000 倍以上ある状態または物質につけられた名称である。

長さ、直径を、数字的に比べら汎るよう度量衡単泣の長さの部を調べると、

その単位は分（ぷん）で、北部中国の主食である黍（きび） 1 粒の直径である。

寸（すん） ＝ 10 分

尺（せき） ＝ 10 寸

間（けん） = 6 尺

丈（じょう）＝ 10 尺

町＝60 間

と大きい方へ里 12960 尺 36 町

小さい方は

厘（りん） = 1/ 10 分

篭（毛） = 1/10 犀

絲（し） =1/ 10 篭

忽（こつ） =1/10 絲

微 = 1/ 10 忽

繊 =1/10 微

沙 =1/10 繊

塵 =1/10 沙

一万分の一の意

千万分の一の意
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太さによる繊維の分類を行うと、図の様になる。繊維と

は、直径が小は、一千万分のーから（繊）、維、つまり、

ロープまでを含む。即ち、飲む繊維や生物の遺伝子をつか

さどる DNAなど分子繊維から、海映にか＞るつり橋を支

えるロープまでを繊維といえる。そして、一万分のーを意

味する「絲」は「忽Jの十倍たが、この「忽」は、蚕かは

＜糸の太さを表わしている。面がら製糸する場合、数閏か

ら 10 個位の繭を 1 本の糸にして巻きとっており、漢字は

よく、現実をうつしとっている。それにしても、電子顕微

鏡もなかった時代に作られた繊維という文字が、分子繊維

までを含んでいるということに、漢字の持つ壮大な哲学を

感じる。

そこで、俗に「繊維は 1 に色、 2 にタッチ、 3 コスト」と

云われる「 1 に色」の部分を漢字から考察した。用いた漢

字の本は漢和の土様である「諸橋轍次大湮和癖典」

（昭和 34 年版、大修館）と一般的な「小学館新選漠和

辞典」（昭和 60 年版小学館）それに今、話題の「白JII 

静字通」 (1996 年版平凡社）の 3 冊である。

図 2 太さによる繊維の分類

〇方法

繊維は「糸ヘン」である。そこて、先ず、「糸ヘン」ヵゞ

総ての漢字の中でどの様な場を占めているのか、を調べた、

ページ数からと字数の両方から、各々、部首別のベスト

20 をひろい上げた。その上で、糸ヘンの漢字の中で、色

をあらわすものをすくい出した。
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1 、1、！

2 木

3 丑

4 口

5 人

6 手

7 」し、

8 

, 糸

10 言

11 大

12 日

13 rL  

14 金

15 足

16 玉

17 火

18 阜

19 土

20 刀

表 1 諸橋轍次「大漢和僻典」にみる

部首別（総部首数 212) 

ページ数トップ20
I 

--

字数トップ20

（総ページ数 13,759ページ） （筐字孜 48,902字）

ページ数 全頁中の％ （字数） 字数 全字中の％ （ページ数）

699 5.08 (1294) -I+ 2241 4. 5 8 (532) 

613 4.45 (1596) 木 1590 3.25 (614) 

531 3.85 (2241) ',; I 1532 3, 13 (130) 

474 3.44 (1458) ロ 1458 2.98 (106) 

413 3.00 (997) 手 1307 2.67 (376) 

376 2.73 (1307) ; 1294 2.64 (700) 

298 2.16 (1248) 心 12認 2.55 (298) 

286 2 08 (66) 虫 1159 2.37 (128) 

285 2.07 (893) 人 997 2.03 (413) 

249 l. 80 (997) 竹 992 2.02 (53) 

小計 30.66 小計 28 22 

245 1. 77 (545) 金 953 1. 94 (218) 

237 1. 72 (550) 女 897 1 83 (164) 

232 1. 68 (359) 鳥 894 1.82 (114) 

218 1. 58 (953) ア’I’, 893 1. 82 (286) 

210 1. 52 (494) 肉 821 1.67 (140) 

207 1.50 (550) 火 809 1. 65 (205) 

205 1. 48 (809) 山 803 1. 64 (144) 

196 1.42 (395) 土 772 l 57 (172) 

172 1.25 (772) 目 740 1.51 (115) 

172 1.25 (445) 魚 679 1. 38 (71) 

合計 45.83 合計 45.05 
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表 2 小学館「新選漢和辞典」にみる

部首別（総部首数 211) 

ページ数トップ20 字数トップ20

（総ページ数 1,213ページ） （総字数 11,392字）

ページ数 全頁中の％ （字数） 字数 全字中の％ （ページ数）

1 人 55.0 4.53 (369) 1 588 5.16 (53 3) 

2 ; 53.3 4.39 (588) 本 530 4.65 (43.0) 

3 口 45 3 3.73 (425) -l+ 471 4 13 (41.3) 

4 木 43.0 3.54 (530) 手 452 3.96 (34.7) 

5 十 4 l. 3 3.40 (471) D 425 3.73 (45. 3) 

6 手 34.7 2.86 (452) 人 369 3.23 (55.0) 

7 I 心 31.0 2.55 (353) I心 353 3.09 (31.0) 

8 糸 28.7 2.36 (279) 金 347 3.04 (20 。 3)

, 言 28.7 2.36 (253) 糸 279 2.44 (28. 7) 

10 26.7 2.20 (32) 言 253 2.22 (28. 7) 

小計 31.92 小計 35.65 

11 
: 

26.3 2.16 (158) 虫 245 2.15 (12.3) 又一

12 士 20.0 1.64 (228) 土 228 2.00 (20.0) 

13 火 18.3 1.50 (185) 図 204 l. 7 9 (12.3) 

14 r 18.3 1.50 (84) 竹 189 l. 65 (14.0) 

15 日 17.3 1.42 (122) 火 185 1. 62 (18.3) 

16 大 17.0 1.40 (51) 衣 171 1 50 (11.0) 

17 刀 16.0 1.31 (91) 女 170 1. 49 (14. 0) 

18 肉 15.3 1.21 (204) 足 160 1. 40 (8.3) 

19 竹 14.0 1.15 (189) L 158 1. 38 (26 3) 

20 阜 13 3 1.09 (108) 山 156 1. 36 (8.7) 

合計 46.41 合計 51. 99 
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表 3 白） II静 9字通」にみる

部首別（総部首214)

字数トップ2（） （総字数 9,505字）

-仁J-『 数 全字中の％

1 } 4 ti 8 4 9 2 

2 -/JI'-— 4 2 5 4.4 7 

3 i t• 3 9 8 4.1 8 

4 手 3 5 6 3.7 4 

5 口 3 2 4 3.4 0 

6 人 3 0 2 :3. l 7 

7 I心 2 9 3 3.0 8 

8 糸 2 5 2 2.6 5 

, 言 2 4 6 2.5 8 

l 0 i_ 1 9 7 2.0 7 

9,J ¥ 計 3 4.2 6 

1 1 金 1 7 4 1. 8 3 

1 2 肉 1 6 6 1. 7 4 

1 3 火 1 6 6 1. 7 4 

1 4 竹 1 6 5 L 7 3 

1 5 虫 1 6 0 1.6 8 

1 6 女 1 5 9 1. 6 7 

1 7 日 1 3 8 1. 4 5 

1 8 土 1 3 4 1. 4 0 

1 9 衣 1 1 8 1. 2 4 

2 0 足 l 1 7 1. 2 3 

合 計 4 8.2 4 
~ ~ ~—~. 
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表 4 色をあらわす糸ヘンの文字

諸橋轍次「漠和大辟典」 小学館「新選漢和辞典」 白川静 「字通」

1 紋 シ 細に同じ くろ 絨 シ 縮に同じ くろ 絨 シ 錨に同じ くろ

2 紅 コウ くれない 斎［ コウ くれない、あざやかな赤色、べに色 紅 コウ くれない、あか、べiこ

3 紀 シ 紋に同じ くろ

4 系 キ 碁に同し もえぎ

5 素 ソ しろ 素 ソ 白い 素 ソ しろ

6 紅カウ黄色

7 鯰支カウ紀に同し黄色

8 条 カウ紀に同じ黄色

9 狂 キ 孟に同じ黄色

10 紫 シ むらざぎ 青と赤の中間色 紫 シ むらさき、青と赤の間色 紫 シ むらさぎ、青と赤の間の色

11 紺 カン こん深青に亦を含んだ間色 紺 コン こん色、青と紫を合わせた色 紺、ゴン・カンこん、深青に赤を含んだいろ

12 拙チュツあかい 拙チュツあかいろ

13 鰈シュしゅ

14 繋 ケツしろい 繋ケツ、ケイしろい

15 絞 カウ もえぎ色 絞 コウもえぎ色

16 鋒 カウあか、深紅色、紅に同じ 締 コウあか、樅い赤色 締 コウ あか、ふかいあか

17 締カウ鋒に同じ

18 絃テン 白くあざやかな色

19 線レイ もえぎ色 捩 レイ もえぎ色

21l 緑リョクみどり 緑リョク緑に同じみどり 緑リョクみどり

21 緑リョク緑に同じ 緑 リョクみどり、青と黄iJ)中間色黒づんだ藍 緑リョク緑に同じみどり

22 紐·キ・ギもえぎ 糾昇 キ もえぎ、青黒の色

23 易キ・ギもえぎ 岳 キ、 もえぎ色 研 キ もえぎ、よもぎ色、青黒の色

24 鰈 キ 基に同し~

25 紹 セン青赤色、あさぎ 績セン赤色、青赤色

26 誼 ワン きたない赤色 絹 ワンわるい赤色

27 網！ シウ 赤焦い色、こい青色、青と赤との間色 繰シュウ赤黒い色、濃い青色

28 紺 ジ くろ 細 シ くろ 細 シ くろ
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29 I 緋 ヒ あか、ひの色 緋 ヒ あか、赤色 緋 ヒ ひいろ、あかいいろ

30 I 緊 ソ 素に同じ

11 I 総 ソウ もえぎ、青黄色

32 I 紺シャウあさぎ 瑚ショウあさぎ色黄味がかった水色 I 梱ショウあさぎいろ

33 I 練 レンしろい

34 I 腿テイあか 緩テイ赤い色 繰テイ あか丹黄色、黄赤色

35 I 紺貞テイ 赤色

36 I 錨 シ 細 0)本字

37 I 宏 ソ 素の本字

38 I 斎骨 シン あか、うすあかいろ 綱 シン うすあか色 絹 シンあか、うすあか

39 I 糾原 セン うすあかいろ 紐原セン桃色

40 I 縞 ウン あかい、赤黄の間色 縦 ウン赤と黄の中間色 編 ウン赤黄の色

41 I 績シンくろい 緩シンくろい

42 I縞カウしろ 縞 コウ しろきいろ

43 I 縛テン・デンしろ

44 I 綜 ヘウ はなだいろ 纂ヒョウはなだ、うすあい色 繹ヒョウはなだ、うすあお

45 I 総ゼン・ネンくれない、深紅色 総ネン・ゼンくれない、紅0)もっとも深い色

46 I 繰サウあお、濃紺色 繰 ソウ あお、ふかいあお

47 I 斎禁 キン あお、紺色

48 潅葱 ソウ青白色

49 潅寵 テンむらさき

50 I 糸謝ヘウ繰0)俗字

51 I 縮 タウ みどりいろ、もえぎ

52 I 穏 クンうすあか 燻 クン薄赤い色 繍 クンうすあか

53 I 鑓 ソウ うすあお、浅青

54 I 綾 サンっち色、ちゃ色 綾ザン・サンくりいろ、すこし黒いいろ、っちいろ

55 I 繍サウあさぎ色

561 絃クン纏に同じ うすあか

57 緯ホウあかいろ

58 線 ソウ操に同じあお、ふかいあお
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表 5 糸ヘンの文字の数

大漢相 小学館 字 通

糸ヘンの文字

その内色をあらわす文字

その占める割合（％）

893 279 252 

56 21 29 

6. 27 7.52 11. 0 

表 6 色の内容

r•~‘~ -• - ·~- -•—` - -= ~ ~ ~ - ~ • ---

赤系 くれない、深紅、 16 10 13 

ももいろ、あか、ひ (28.6) (47. 6) (44.8) 

茶系 ちゃいろ、くりいろ
] 1 

(1 8) (3.4) 

黄系
4 

き
(7, 1) 

緑系 もえぎ、みどり
10 4 3 

(17. 9) (19 0) (10.3) 

青系 あさぎ、あお、はなだ、 10 3 5 

みずいろ、あいいろ、こん 07 9) (14 3) (17 2) 

2 1 1 
紫系むらさき

(3. 6) (4.8) (3.4) 
l 

I 

白
8 l 3 

しろ
(14.3) (4.8) (10 3) 

r 9) 2 3 
黒 くろ

(8.9) (9.5) (10. 3) 

( ）内は全色中に占める割合％
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〇 結果と考察

部首は、分け方にもよるが、 210 余りあり、そのベスト 10 までゞ、世の中の浬字の 30 ％ほど、

ベスト 20 までで、ほゞ 50 ％近くになる。そして、我が糸ヘンは、ページ数では、大漢相、小学館、

で各々、ベスト 9 とベスト 8 に、字数では、各々、 14 位と 9 位、字通では字数で 8 位となってい

る。表 1 、 2 、 3 。

上位を占めるのは々 （さんずい）、木（きへん）、＋~ (くさかんむり）である。それに次ぐのが口

（＜ちへん）、手（てへん）、心（したこころ）、人（にんへん）である。

トップグループは、水であり木であり草であって、自然、それに次ぐのは人間で、口や手や心を持

った人間である。そのあとに糸ヘンが来、言ベンが続く。費かな自然があって、人間が生まれ育ち、

その人間輩手を使って、先ず作り出すのは、糸て織物で、衣をまとってから、言葉を交わし、物語

し、小説を書き出すのだろう。あと、ベスト 20 に顔を出すもので、人の手で加工された、と思え

るのは、刀ヘンと、衣ヘン、その中でも糸ヘンが屈初に出て来ていることは、とても興味深い。

糸ヘンの文字は、大漢和に 893 字、小学館に 279 字、字通に 252 字あった、その内、色を表わす

文字を表 4 にまとめた。各々、糸ヘンの文字の中に占める割合を表 5 にまとめた。

大漢和で見る限り、これらの文字は赤から紫までの虹色と白と黒も含まれている。

小学館の「色の手帖」によると、色は大別して、赤系、茶系、黄系、緑系、青系、紫系、灰白黒

系になる力又糸ヘンの文字ですべてを表現することが出来る。

これらすべての色を、糸ヘンの文字で表現出来るということは、漢字が出来た時点で、すべての

色を糸に染め出すことが出来たのだろう。

その上、例えば赤応ついてなら、うすあか、も＞いろ、しゅ、くれない、深紅色、あか、ひ、き

たない赤、と各々に名前をつけ、各々に漢字があり、関心の深かったことがうかゞえる。緑系につ

いても、もえぎ色 l つに幾つもの漠字のある所をみると、彩度や明度によって細かく文字を使い分

けていたのではないだろうか。青系も同様に、あさぎ、みずいろ、あお、あいいろ、はなだ、こん、

濃紺色、青白色、うすあお、と沢山の青系の色に、各々の糸ヘンの漢字がある。

「繊維は 1 に色…」というのを納得できる鼠であり、質である。

〇 おわりに

漢字はこ‘まん（五萬）とある、と聞いて来た。諸橋轍次の大漠和は全 12 巻、総ページ数、

13,757 ページ、総字数 48,902 字、正に 5 萬の漢字の林、いや森だった、その森に分けいって糸ヘ

ンの木々に出会い、色を放つ文字たちを訪ねた。ひろげたパレットの上の色が揃っていた、朝やけ

の空の色、夕焼の色、大海原、大雪原、広がる野山、季節で変わる樹樹の色、それらすべてを糸の

上に写しとってきたことを、漢字から読みとるこことができた。
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漆糸

はじめに

久田知世子

柑宅省吾

秋になると奈良東大寺正倉院の御物拝観が行われる。展示品は毎年異なった物が飾られるが、

良時代の天皇家一族が使ったという道具や衣服の裂など数々が置かれている。道具には蛮銀象嵌、

漆エ、蒔絵、七宝、等の細工が施さ九ていて千数百年経た今も見事な装飾が残っている。又染織技

術として錦織、綾織、羅織のほか織成（しょくせい）という後世の綴錦もあり、圧搾による花毛髭

（はなもうせん）も見られる。こうけち、きょうけち、揺布等の染法も行わ汎ていて、此れらの優

れた技術作品を毎年次々と見ている間に、漆糸や傘銀糸は古い時代から存在したと思っていた。特

に最近縄文時代の発掘品に漆を塗った櫛や綾織の布片などが出て来ると、私の頭の中で漆糸は遅く

れても平安時代には作られているに違いないと確信する迄になってしまった。しかし其れは大きな

誤りであった。

私が漆糸と接したのは小学校へ入学した昭和十二年 (1937 年）四月で、式に付き添った母は新

調した黒地の羽織りを着ていた。その時は末だ柄が有ったか無かったかは知らなかったがその後学

校の式行事に来る際、母は必ず其の羽織りを着用した。いつの頃からか黒色の羽織りには背中に母

専用の紋が一つと、くるくる動いて居るような円状の柄が有るのに気が付いた、それは黒くて光っ

た糸と赤み掛かった荼色の糸で出来ていた。小学校上級になって漆の縫い取りと云う名前を知り、

柄は「勾王」際様で、使ってある糸は漆糸と言ってこの糸を使った羽尺は非常に高価なものである

と呉服商の父が教えてくれた。私が学校を終えて以来その羽織り の奥に仕舞われて居たが、

私が教職に居る時、息子の小学校の入学式と重なった為「おばあちゃん」が付き添う事になった。

その前夜見慣れた羽織りが衣桁に吊されてあった。昭和三十八年 (1963 年）だった。「勾三」模様

の糸に黒色、朱色の他に海松（みる）色、需房（けんばう）色、枯（かれ）色が使われているのに

気がつき又縫い取りと云のはこの場合刺繍ではなく織りの技法を指していることをずっと後年に知

った。

贔近、西陣織会館で機織り師の 2 人に漆糸の織り応ついて聞くと一人の女性は二、三十年程前に

一度喪服の帯に織り込んだ事が有ると語られ、今一人の男性は二十五年の経験の間、未だ織った事

が無いと話された。

また或る百科事典の項には「漆糸＝下級の装飾糸」と簡単に書かれてあった。
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金糸のT程（和紙中心）

より製品
信の場合）

（本象の場合）

漆糸は、漆液に染料を混ぜ和紙に塗り漆箔とし、細く裁断して撚糸加工し、製品にする。そのエ

程は金銀糸の加」コ工貯と殆ど同ーである。

漆の原木は中国原産で、古く日本に渡来し、山地で多く栽培される。高さ約 10m。幹は灰白色、

葉は羽状複葉で、枝端に集まって互生する。小葉は広卵形で、裏には細毛があり、秋には紅葉する。

雌雄異株で、 5~6 月に円錐形の芭を出し、黄緑色の小花を多数つける。秋に無毛でなめらかな径

7 ミ l) の黄褐色の実を結ぶ。果実はバルミチン酸を主成分とする油脂がある。

幹に傷をつてけ出る灰白色の油状液が漆液で、樹齢 6~10 年のものが良い。漆液の成分はウル

シオール 70%、水分 20%、ゴム質 8 ％などで、天然のワニスである。採業したままのものは生漆

といい、これに水を加えてかき混ぜる「なやし」という工程を経て、 40 度ぐらいに加温し、水分

を抜き粘度を増したものを精漆といい、このエ税を 1 くろめ」という。精漆即ち「くろめ」の段階

のうちに油や染料等が配合される。鉄分を入れて黒くしたロイロ漆、油を入れた上染料を加えた色

漆がそれである。生漆岱敏速に乾燥して固い皮膜を作るのは、その中に含まれるラッカーゼによる。

生漆をあらかじめ 70 度ぐらいに加熟すると、ラッカーゼの不活性によって、乾燥しなくなる。し

かし 100 度以上に加熱すると、重合によって再び乾燥する。これを焼漆と言っている。

漆の主産地は中園ではあるが古くから日本で研究され発達した。正倉院の御物にも見られるよう

に室内に用いるものの塗料として、無類の優れた耐久性をもっている。我が国では、吉野（奈良）

や丹波（京都）地方に生える漆の木から取れる樹液が最も良質であると言われているが量的には東

北地方が多い。しかし、我が国で生産されたものだけでは需要を満たすことが出来ず、昔より中国

から多景に輸入していた。

紙は金銀箔の原紙と同じ三栢（みつまた）と呼ばれる和紙か最も適している。この紙の特徴は柔

軟で粘りがあり且つ充分用途に応じ得るように縦方向の強度が著しく高い事である。

私は今、漆糸についてその歩みを調べると同時に、紙に色漆を極く初期の方法で引いて見る事に

した。
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漆糸の歩み 1 

金糸銀糸は古くから織物をきらびやかに豪華に飾って末た。それに引き替え織物界ての漆の役目

ぱ金銀箔を和紙に貼り付ける時の単なる接着剤に遇きなかった。事実漆を其のまま祖紙応塗るだけ

では色も暗く、決して織物を芙しく引き立たせるものではない。

漆糸は金糸銀糸の発展途上に於いて高度な染色技術と染料の発達により、又自然環境として京都

独特の気候、風土、それに相侯って西陣の長い歴史の土壌の中から作り出されたのである。更には

金糸の下地紙即ち和糾と怖渋0)存在がなけれは開発はされなかった筈である。漆糸が生れたのは今

世紀に入ってからで、漆謡類筈から比べるとその星史は非常に浅い。

先にも述べた金箔、銀箔を作る西陣の職人かその過捏に於いて本金銀箔に着色を施す事を研究し

着色したものが剥げないように漆を上塗りにも使い用途を仏げた。配色の効果を上けるために本金

に着色するという発想は金銀糸、箔のデザイン化への第一歩である。

模様箔（柄箔、引箔）が明治後期から箔屋に於いて各々個人レベルで研究をして居たと云われ、

又漆屋が金銀箔のデザインを目的として、本漆を原料として出来た朱色や緑色を使って、むら箔や

古代箔をつくつていたとも言われる。

西陣の龍村織物の初代平蔵が、古代裂、名物裂、有職裂、ゴプラン織、コプト綴織など古い美術

物を表現するに当たり漆箔、漆糸を使用した。記録によれば当時工芸品を格の低い芸術と見なす傾

向が強く、中でも織物は美術では無い、とする保守的な意見力ゞ根強くあった。織物が芙術であるか

否かということを美術界の人々に見せて公論を定める為に、大正八年(1919 年）に氏の個展とも

言うべき「第 1 回織物芙術展覧会」を開いた。その展示品の中に漆糸をふんだんに織り込んだ「列

仙清柴文堆朱錦」（れっせん せいらくもん ついしゅにしき）と題した丸帯が飾られてあった。

この織物は明治四十年(1907 年）に織られたものである。高級な漆器に描く、蒔き絵の技法の一

つに、朱漆又は黒漆を数十回も塗り重ね柄を盛り上げたものをそれぞれ堆朱、堆里と言号。この味

わいを織物に表現するべく、紙の両面に朱漆を何度も引いて、両面箔を作りそれを糸状に細く裁断

して仕上げた箔糸を織り込んで、仙境に遊ぶ仙人たちを表現したもので有る。

当時漆箔は、金箔などと同様に箆を使うのが一般的であったが、氏は工夫を凝らし、普通の糸を

扱うのと同じように抒を飛ばし漆箔を織り込んだ。

同年、高島屋百貨店社長が上京の際に、この堆朱（ついしゅ）風の織物を携えて東京美術学校校

長に各方面への紹介を依頼した。しかしこの作品はあくまでも美術工芸品として作られたのであり、

商品化するまでには以後二十年余りの歳月を要した。

漆糸の揺藍期とも言うべきその間に、金糸の製作過程や織物の精錬過程において目覚ましい発展

があった。先ず今まで糸撚りは手工業に頼って居たが、大正初期西陣の一織元の経営者がインドの

金糸製造見学からヒントを得て作られた糸撚り機械の登場により生産は一挙に増大した。又耐アル
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カリ。耐着沸性のある金糸が開発さ紅た。これは今まで先染め専門であった金糸を後染め織物の世

界に仏げる事となった。

P
o『
-
‘
コ

O
Lフ

l) 色出し（赤色、青色）

① 艶牛合と言われる漆に顔料を加え溶解に灯油を混ぜて帖り過ぎを防く。竹箆で 1 、 50 分純

り、醇詞の粒子を溶かす。（大呈のときは練り棒を使用すろ）

② 院し作文、古野紙り）白紙と怖聾付き各 1 枚を重ねて広け液を入紅紙を巻き皿0)上紅ゆっくり

とす、此の作業は早いと泄し液がよく精鰊されず不純物が残る事になる。柿汎を迄った紙に

通すと純度の高い液が出来上がるウ

空気が入らない様に、ラッ

用いる。

させ乾燥を防ぐ。ラップ い良質の物を

④ 少なくとも 24 時間置き

た時、最も美しし

工程を繰り返す。

（当初は 5 色程度はできる積もりだったが、色出しの段階で急逮 2 色に縮小した）

を待つ。京都の海雨の気候、高温多湿の中に置くのが箔に引い

るという。直射日光の当たらない場所に置く。赤色、青色各々同じ

⑤ 3 日後、 下記の色が出来上がった。

赤色＝濃度表示 M 100 % M= （マゼンタ） %= （濃度。ベタ）

青色二濃度表示 C 90 % M 35 % C =（シアン）

2) 漆引き

① 和紙は｛者を用いた。和紙には全面柿渋が塗られている。液が斑にならないように刷毛でゆっ

ぐり一度だけ引く。残った液は空気に触れない様にラップを密着させる。

② 漆が完全に乾燥するのを待つ。（悔雨 0)季節では 4 、 5 日はかかる）乾燥場所は金箔を乾燥

させる時の楳に、和室の床下に吊すと、漆箔に対しても湿度と混度が最高の状態て影響を与え

て呉れるとの事たが、今回は押し入れで乾す事にした。

③ 数日後、 2 度日の漆液を引く為に抑し入れから取り出してみると、赤、青、 下記の色に

変化していた。

赤色＝濃度表示 C 14 % M 100 % Y 53 % B 20 % Y =（イエロー）

青色＝濃度表示 C 100 % M 43 % Y 13 % B 52 % B =（ブラック）

斉パーセント表示は、それぞれの色を 100 ％として減色したパーセンテージである。

前回と同じ様に一回だけ引く。此れを繰り返し三度重ね引きをした時点で二十五日かかった。両

面箔をと裏測にも引いたが、柿渋を塗らなかった為に表の様な艶は出なかった。
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三度の重ね引き程度て、漆箔と名付けることは憚られる。

以上の経験から思い回うすと、明冶四十年に織られ茫漆の丸術は箔糸を作るだけでもとれ秤の日

時を貨やしたのか想像がつき煎ねる。

唯、乾いてからも顔を近づけると微かに漆の匂いがして、遇日金泉店の方が漆糸と化学染紺の色

糸との見分けを、否匂い分けをさ九たのを成杓と思った。

［度漆甑紅接触している間、私は例年のアレ＇ Iレギー疾患に悩まされ、化糖品の種類によっては気

触れがひどく、況して漆に近づく等はと、内心ひくびくして居tこか、漆液が素手に付いても一向に

は起こらず、無市に実験を終えることが出束た。

此の実酸は京都市立銅陀更術工芸高等学校漆芸科岡田雄志先生に指尋して戴いた。

2 

大正末期になって耐惰錬性があり、耐薬品詫に富虹漆糸が開発さ汎た。白生地に絨り込んで精錬

しても色が残ちないという妙昧は、西陣と深い暴がりのある丹後網緬麿物会社に於いて圧倒的

迎を受けた。中でも漆糸は特に大旦に丹後で使われる様になり金糸業者が急増した。漆糸の織り込

み応は西陣の縫い取りお召しの技法が使われた。漆糸の母体である西陣では純金の糸ど漆糸を使っ

て絨り上げた帯は殻高級のものであった。昭和五年から十年前後には篠の縫い取り縮緬の白生地は

紅下の黒色に染められ子供の入学式、卒業式に付き添う母親の衣裳として羽織りに仕立てられ京都

を中心に爆発的な流行を見た。呉服業界で―入卒用の羽綿り」と言って持て囃さjしたのもこの頃で

ある。

しかし日中戦争の激化により昭和十五年(1940 年）七七禁令の払令に因り、金銀漆糸の使用が

出来なくなった。漆は弾丸の内側に塗って火薬の湿りを防ぐ為に使われたと言うことを、最近漆問

累の主人から聞いた。又それまで漆の業務に携わって居た多くの人々が戦場に駆り出され、既に兵

役年齢を越えて居た人達も漆を扱う箪需工場へ徴用さ訊たと言う。添には気触れる人が多く既に免

疫をもって居る人達が重宝さ汎た択である。これは戦後、漆の知識を持った人が極端に少なくなっ

た理由の一端とも考えら訊る。

昭和二十五旬(1950 年）金銀糸及び漆糸の景令が解かれた。西陣も共のころ戦争の痛手から立

ち上がり、京都の伝統産業の復奥が叫ば汎て 本場の西陣帯は勿論戦前以上の豪華なものとな

り、黒漆糸は烙調の高い凶事用式服の帯地にも織り込ま九た。

丹後縮緬の縫い取りが市井に盛んに出回ったのも昭和三十年 (1955 年）の頃である。戦前の最

盛期の模様と比べ大変濃やかなものとなり、総模椋のしかも絵羽の羽織りに人気が有った。曾ては

地色はほぽ黒色と限られて居たのが白地に贅沢な色漆糸がふんだんに使われて居る羽織りも出現し

たが、しかし戦後社会は日常着として洋装が当たり前となり昭和四十年 (1965 年）頃には入学式、
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卒業式と言っても和脹 参列する保護者は殆ど無く、相装の需要も目に見えて減少して行った。

金糸や銀糸が亨華な帯や着物或いは洋服生地に織り込まれて使用されて居るにもかかわらず、漆

糸はすっかり私達の日から消えてしまった。

その理由として国内で採集される漆は最も品質の良いものでありながら現在其の生産量は極端に

少なくそのほとんどは中国からの輸入に頼って居る状態である。価格も中国産の漆は国産価格の十

分のーと聞く。漆糸においては先の実験でも分かる様に箔を作るにも長い日数が必要であり、塗っ

た漆の色は刻々と変化する性質を持つ為サンプルて注文を受けても同じ色に王り上がらず商品とし

て扱うのには安定性を欠き、更に色彩だけを糊題とするなら溢れるばかりの放の色糸が低いコスト

で生産されている今日、とてら需要の対象になり難い事が分かった。漆糸の歩みは人の命より短い

僅か六十年であった。

おわりに

最近、或る染織デザイナーの個展を見せてもらった時、ショール、ハンドバック、等に黒漆や色

漆を引き箔の技法で柄が描かれていた。原点に戻った漆箔が再び織物に用いられ独特の色と艶を服

飾品の上で彩る日が来ることを期待するのである。
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